
42 道路構造物の的確な維持管理の推進
平成25年度 ～ 平成29年度 静岡県伊豆の国市

・健全度が管理限界を下回っている橋梁について、適切な補修により施設の安全確保及び長寿命化を目指す。

健全度ＨＩ＝６０未満の橋梁の長寿命化

（H　25） （H　27） （H　29）
①

対策完了橋梁数　／　要対策橋梁数 0% - 30%

②

③

静岡県社会資本整備重点計画における位置づけ
第２期（H20～H24） 第３期（H25～H29）
分野名 分野名 安心・安全
目標名 目標名 社会資本の適確な維持管理・更新の実施
指標名 指標名 長寿命化計画に基づく対策の実施率 100.0%

事　後　評　価
１．交付対象事業の進捗状況　（○：計画期間中に完成　　△：計画期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄）　　－：その他（備考欄に具体的に記入（中止、未実施等））
　　　　　　　　　　　　　　（計画期間中に他の整備計画に移行したもので、　●：本計画の期間中に完成　　▲：本計画の期間終了後に完成見込（備考欄に完成予定時期を記入、未定は空欄））

Ａ1　道路事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 事業内容 事業実施期間（年度） 備考

種別 種別 対象 間接 種別 （延長・面積等） H25 H26 H27 H28 H29
42-A1 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 237 △ H30
42-A2 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 10 〇
42-A3 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 13 〇
42-A4 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 13 〇
42-A6 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 15 〇
42-A8 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 14 〇
42-A12 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 点検 95 △ H30
42-A14 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 27 △ H30
42-A15 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 25 〇
42-A16 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 1 〇
42-A17 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 3 △ R1
42-A18 道路 一般 伊豆の国市 直接 伊豆の国市 市町村道 修繕 3 - 中止

合計 456
Ｂ　関連社会資本整備事業

事業 地域 交付 直接 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

橋梁補修 伊豆の国市

進捗
状況

事業内容

大214号線（安野橋）

工種
市町村名

港湾・地区名
事業実施期間（年度）

（延長・面積等）

456 百万円 Ｂ

長2002号線(珍野橋)

一体的に実施することにより期待される効果

全体事業費
（百万円）

橋梁補修 伊豆の国市
橋梁補修 伊豆の国市
橋梁定期点検 400橋 伊豆の国市

橋梁補修 伊豆の国市
橋梁補修 伊豆の国市

橋梁補修 伊豆の国市
橋梁補修 伊豆の国市

目標値（H24）

韮1115号線（A-1号橋）

韮2—11号線(韮山本線跨線橋)
大3140号線(田京橋)

長2072号線(鏡橋)
長2098号線（横断歩道橋）

番号
事業
者

省略
要素となる事業名

（様式６-１） 社会資本総合整備計画　事後評価書
計画の名称
計画の期間 交付対象
計画の目標

　　計画の成果目標（定量的指標）

交付対象事業

事業
者

省略
工種

要素となる事業名
市町村名 全体事業費

（百万円）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

効果促進事業費の割合
Ｃ／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

合計
（Ａ＋Ｂ＋Ｃ）

456 百万円 Ａ

備考
当初現況値 中間目標値 最終目標値

Ｃ

大3148号線(板橋橋)
大3210号線(小屋平橋)

橋梁点検

大207号線(海陸橋)
大207号線(川平橋)

耐震補強 伊豆の国市
橋梁補修

進捗
状況（事業箇所）

目標値（H29）

伊豆の国市
橋梁補修 伊豆の国市
橋梁補修 伊豆の国市

全体事業費



Ｃ　効果促進事業
事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度） 備考
種別 種別 対象 間接 H25 H26 H27 H28 H29

合計

番号 備考

※交付対象事業については、できるだけ個別路線ごとに記載すること。
（参考）　計画の成果目標を同一とする地域自主戦略交付金の交付対象事業

（別添「事業実施計画」参照）

２．事業効果の発現状況、目標値の達成状況
（指標①）

Ⅰ定量的指標に関連する
　　　交付対象事業の効果の発現状況

最終目標値 30%
Ⅱ定量的指標の達成状況

最終実績値 26%

最終目標値

最終実績値

最終目標値

最終実績値

３．特記事項（今後の方針等）

○事後評価の実施体制、実施時期

市内部（横断的な検討体制）による評価を実施する。 令和2年3月

伊豆の国市ホームページに掲載

HI６０未満の橋梁のうち、重要度の高い橋梁から修繕、架け替え等に着手したが、韮山本線跨線橋を筆頭に
比較的長大な橋梁の修繕に費用がかかることが判明し、市の他事業との財政的な関連性を考慮した結果、優
先度の低い中小橋梁の進捗が鈍化した。また、道路橋法定点検が平成２６年から始まったことにより、診断
結果Ⅲの早期措置が必要な橋梁を概ね５年以内に計画的に修繕することとなった。平成２９年度末時点で、
HIは６０未満であっても、診断結果がⅠまたはⅡの比較的健全な橋梁が７橋存在し、これらの橋梁は経過観
察することとした。

進捗
状況

全体事業費
（百万円）事業内容

市町村名
港湾・地区名

公表の方法

一体的に実施することにより期待される効果

事後評価の実施体制

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

目標値と実績
値に差が出た

要因

Ⅲ定量的指標以外の交付対象事業の
　　　　　　　　　　　効果の発現状況

指標①（対策
完了橋梁数
／　要対策橋
梁数）

指標②（　）

指標③（　）

事後評価の実施時期

健全度HI＝６０未満の橋梁の補修、架け替えによる安全確保及び長寿命化のための整備率は着実に上がっているものの、目標とした３０％は達成
しなかった。

番号
事業
者

省略
要素となる事業名

工種

平成30年度には別計画「ふじのくに静岡県の道路構造物（橋梁・トンネル等）の的確な維持管理の推進」に移行し、現在も事業を実施している。平成30年度には対策完了率が３５％に達
し、平成29年度までに目標としていた３０％を超えた。今後も継続的に要対応橋梁の補修等を行っていくことにより、対策完了率は順調に高まることが見込まれる。さらに、道路橋法定点
検が平成30年度をもって、全４０４橋の第1回目が完了したことから、この結果を踏まえ、早期措置段階の橋梁の補修を積極的に行うことで安全の確保を図っていくとともに、予防保全的な
補修を併せて進めることにより構造物の劣化の進行を遅らせ長期的な維持管理費の低減をすすめていく。


